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Happy New Year
あけましておめでとうございます

謹 

賀 

新 

年
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賀 

新 
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―
―
昨
年
の
活
動
実
績

を
。「

理
事
会
や
委
員
会
な

ど
の
活
動
は
、
ウ
ェ
ブ
会

議
を
活
用
し
て
実
施
し
、

3
級
溶
解
技
能
者
認
定
試

験
を
は
じ
め
、
分
析
用
標

準
試
料
の
作
製
や
技
術
調

査
研
究
事
業
に
つ
い
て

も
、
お
お
む
ね
予
定
通
り

実
施
し
た
。
7
月
に
は
日

本
ダ
イ
カ
ス
ト
協
会
と
の

共
同
研
究
し
て
き
た
『
ア

ル
ミ
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
系
ダ
イ
カ
ス
ト
の
使
い

こ
な
し
及
び
製
造
技
術
向

上
に
関
す
る
調
査
・
研
究
』

に
つ
い
て
研
究
報
告
書
を

発
刊
し
た
。
た
だ
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

て
、
例
年
5
月
の
総
会
や

パ
ー
テ
ィ
ー
、
懇
親
関
係

の
催
し
は
昨
年
に
引
き
続

き
や
む
を
得
ず
中
止
し

た
」―

―
会
員
各
社
の
生
産

販
売
の
推
移
や
、
需
要
動

向
な
ど
を
振
り
返
っ
て
。

「
ま
ず
需
要
は
、
昨
年

前
半
は
国
内
自
動
車
産
業

の
生
産
回
復
と
、
中
国
か

ら
の
輸
入
二
次
合
金
の
減

少
に
よ
り
会
員
各
社
の
生

産
が
好
調
で
、
原
料
と
な

る
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
調
達
に

つ
い
て
も
非
常
に
タ
イ
ト

感
が
強
か
っ
た
。
当
協
会

が
ま
と
め
た
統
計
で
も
昨

年
1
―
6
月
は
コ
ロ
ナ
前

の
19
年
同
期
の
水
準
を
1

・
4
％
上
回
る
結
果
と
な

っ
た
。
た
だ
、
後
半
は
半

導
体
不
足
に
加
え
て
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
か
ら
の
部
品
供
給

が
滞
っ
た
影
響
で
国
内
自

動
車
生
産
が
強
く
抑
え
ら

れ
、
二
次
合
金
の
生
産
に

つ
い
て
も
前
半
を
下
回
る

状
況
と
な
っ
た
」「
相
場

は
、
指
標
と
な
る
ロ
ン
ド

ン
金
属
取
引
所（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）

ア
ル
ミ
相
場
が
、
年
初
に

ト
ン
2
0
0
0
㌦
前
後
だ

っ
た
が
、
10
月
に
は
3
0

0
0
㌦
を
突
破
し
、
2
0

0
8
年
以
来
13
年
ぶ
り
の

高
値
を
付
け
た
。
足
元
は

多
少
値
を
切
り
下
げ
て
い

る
が
、
原
料
価
格
は
Ｌ
Ｍ

Ｅ
相
場
の
上
昇
に
加
え
て

需
給
が
タ
イ
ト
だ
っ
た
状

況
を
反
映
し
て
高
騰
し
、

さ
ら
に
添
加
剤
と
な
る
金

属
シ
リ
コ
ン
な
ど
も
高
騰

し
た
た
め
、
製
品
価
格
の

適
正
価
格
へ
の
是
正
と
い

う
課
題
に
追
わ
れ
続
け
て

い
る
」

―
―
こ
れ
ま
で
国
内
需

要
の
3
―
4
割
を
占
め
た

中
国
産
二
次
合
金
は
輸
入

量
が
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
一
方
で
国
内
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
多
く
が
中
国
や
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
に
輸
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
国
内
で
発
生
し
た
ス

ク
ラ
ッ
プ
は
、
基
本
的
に

は
国
内
で
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
く
こ
と
が
適
切
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
海
外

へ
の
流
出
は
業
界
に
と
っ

て
好
ま
し
い
状
況
で
は
な

い
。
た
だ
、
タ
イ
向
け
の

使
用
済
み
ア
ル
ミ
缶
（
Ｕ

Ｂ
Ｃ
）
の
輸
出
と
い
っ
た

現
地
の
日
系
メ
ー
カ
ー
が

関
わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
。
昨
年
か
ら
輸
出
量

が
増
え
て
い
る
中
国
向
け

に
つ
い
て
は
、
輸
出
価
格

か
ら
判
断
し
て
一
定
の
品

質
を
確
保
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
向
け
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
は
国
内
で
直
ち
に
利

用
す
る
こ
と
が
難
し
い
低

品
位
の
も
の
が
多
い
と
み

ら
れ
、
そ
の
点
は
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
今
後
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
」

―
―
今
春
か
ら
、
中
国

が
印
刷
版
や
Ａ
サ
ッ
シ
な

ど
を
網
羅
す
る
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
新
た
な
輸
入
規
格
を

ス
タ
ー
ト
す
る
。
流
出
加

速
へ
の
懸
念
は
。

「
前
述
の
よ
う
に
国
内

で
発
生
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ

は
国
内
で
循
環
す
る
こ
と

が
適
当
と
考
え
て
お
り
、

流
出
拡
大
は
好
ま
し
い
状

況
で
は
な
い
。
繰
り
返
し

に
は
な
る
が
今
後
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
」

―
―
今
年
の
活
動
計
画

を
。「

今
年
こ
そ
は
会
員
企

業
の
皆
さ
ん
と
晴
れ
や
か

な
気
分
で
直
接
、
顔
を
合

わ
せ
て
お
会
い
す
る
機
会

を
持
ち
た
い
。
今
後
、
協

会
で
議
論
を
進
め
て
い
く

つ
も
り
だ
」

―
―
需
要
見
通
し
と
相

場
予
想
を
。

「
需
要
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
自

動
車
生
産
の
動
向
次
第
だ

と
思
う
が
、
国
内
自
動
車

生
産
の
回
復
を
期
待
し
た

い
。
相
場
は
、
需
給
の
影

響
に
加
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
資
源
価
格
の
高
騰
の
影

響
も
大
き
く
、
こ
の
背
景

に
は
金
融
市
場
を
は
じ
め

と
す
る
世
界
的
な
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
指

向
が
あ
る
こ
と
か
ら
構
造

的
に
下
が
り
難
い
の
で
は

な
い
か
」

―
―
取
り
組
ん
で
い
く

課
題
が
あ
れ
ば
。

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
は
じ
め
自
動
車
産

業
の
変
革
期
の
中
で
、
構

成
す
る
部
品
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
労

働
力
確
保
の
た
め
の
安
全

・
安
心
で
魅
力
の
あ
る
職

場
づ
く
り
や
、
国
内
の
リ

サ
イ
ク
ル
機
能
を
担
っ
て

い
く
中
で
産
業
廃
棄
物
処

理
な
ど
の
環
境
問
題
な
ど

に
引
き
続
き
対
応
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」

―
―
そ
の
ほ
か
明
る
い

話
題
が
あ
れ
ば
。

「
今
月
18
日
に
開
催
す

る
新
年
の
賀
詞
交
歓
会

は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で

の
開
催
を
見
送
る
が
、
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
す
る
。
ま
だ

検
討
段
階
だ
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
利
用
す
る
関
係
か

ら
発
言
は
正
会
員
に
限
定

す
る
予
定
だ
が
、
賛
助
会

員
や
報
道
関
係
者
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」

（
石
橋

栄
作
）

―
―
昨
年
を
振
り
返
っ

て
。「

最
悪
を
想
定
し
、
最

善
を
尽
く
し
た
1
年
だ
っ

た
。
1
年
を
通
じ
て
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
悩

ま
さ
れ
た
が
、
一
昨
年
か

ら
の
経
験
や
学
び
も
あ

り
、
感
染
対
策
を
講
じ
て

開
催
で
き
る
行
事
が
何
点

か
あ
っ
た
こ
と
が
嬉
し
か

っ
た
。
ま
ず
は
全
連
の
理

事
会
。
も
う
1
つ
は
東
海

非
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組

合
主
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
。
そ
し

て
、
開
催
直
前
で
断
念
し

た
東
京
（
両
国
）
で
の
総

会
だ
。
理
事
会
は
、
通
常

よ
り
広
い
会
議
室
で
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
10

人
程
度
で
開
催
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
、

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
て
1

0
0
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。
総
会
に
関
し
て
は
、

東
京
非
鉄
金
属
商
工
協
同

組
合
の
皆
さ
ん
や
事
務
局

に
色
々
と
準
備
し
て
頂
い

た
が
、
残
念
な
が
ら
全
国

的
な
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

者
増
加
に
よ
り
東
京
で
の

開
催
が
中
止
と
な
っ
た
。

た
だ
、
幸
い
に
も
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
で
総
会
を
開
催
で
き

た
。
一
昨
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
発
生
と
い
う
急
な

出
来
事
で
思
っ
た
よ
う
な

行
動
が
と
れ
な
か
っ
た

が
、
昨
年
は
苦
し
い
な
が

ら
も
会
議
を
開
催
で
き
、

開
催
に
向
け
て
尽
力
し
て

頂
い
た
会
員
の
皆
様
や
事

務
局
の
方
々
に
は
大
変
感

謝
し
て
い
る
」

―
―
ロ
ン
ド
ン
金
属
取

引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
銅
相
場

や
建
値
な
ど
、
非
鉄
全
般

の
市
況
を
振
り
返
っ
て
。

「
年
始
は
、
Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅

が
ト
ン
7
8
0
0
㌦
、
銅

建
値
は
84
万
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
諸
々
の
ワ
ク
チ
ン

問
題
（
副
作
用
・
回
数
・

格
差
）を
含
み
な
が
ら
も
、

欧
米
を
中
心
に
接
種
者
数

が
増
え
、
重
症
化
率
も
低

下
し
、
3
月
に
は
9
0
0

0
㌦
台
を
突
破
し
た
。
4

―
6
月
も
ワ
ク
チ
ン
普
及

に
加
え
、
米
中
を
中
心
と

し
た
金
融
緩
和
策
を
受

け
、
つ
い
に
大
台
の
1
万

㌦
台
突
破
し
た
。
7
―
9

月
は
東
京
五
輪
対
策
で
各

国
が
右
往
左
往
す
る
中
で

も
9
0
0
0
㌦
台
を
維
持

し
、
10
―
12
月
は
中
国
政

府
に
よ
る
環
境
政
策
や
新

型
コ
ロ
ナ
の
変
異
種
の
出

現
な
ど
様
々
な
問
題
が
出

た
が
、9
0
0
0
㌦
台（
12

月
20
日
時
点
）
を
維
持
し

た
」―

―
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
。

「
Ｌ
Ｍ
Ｅ
相
場
の
上
伸

に
つ
ら
れ
て
、
市
中
相
場

も
基
本
的
に
右
肩
上
が
り

で
推
移
し
た
。
た
だ
相
場

が
高
値
安
定
で
推
移
す
る

中
で『
上
が
っ
て
出
さ
ず
、

下
が
っ
て
出
せ
ず
』
の
状

況
が
続
き
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

問
屋
各
社
や
非
鉄
メ
ー
カ

ー
な
ど
が
原
料
不
足
に
陥

っ
た
。
11
―
12
月
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
変
異
種
へ
の

警
戒
感
か
ら
相
場
が
下
落

し
た
影
響
で
、
多
少
は
市

中
在
庫
が
放
出
さ
れ
た
よ

う
だ
が
、
そ
れ
で
も
タ
イ

ト
感
は
変
わ
ら
ず
引
き
締

ま
っ
た
状
態
が
続
い
た
」

―
―
今
年
の
全
連
の
活

動
計
画
を
。

「
全
連
の
総
会
は
北
陸

非
鉄
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
商

工
業
会
が
担
当
す
る
。
こ

れ
ま
で
総
会
は
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
開
催
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
き
た
経

緯
が
あ
る
の
で
、
今
回
は

温
泉
が
あ
る
エ
リ
ア
を
予

定
し
て
い
る
。
そ
の
他
に

は
、
年
2
回
の
理
事
会
や

青
年
部
の
全
国
工
場
見
学

会
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

も
感
染
対
策
を
講
じ
た
上

で
順
次
開
催
し
て
い
く
」

―
―
今
年
の
相
場
や
需

要
見
通
し
を
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
＝
（
イ

コ
ー
ル
）
不
景
気
で
は
な

く
、
業
種
間
の
格
差
不
景

気
と
い
う
こ
と
が
昨
年
で

証
明
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
。そ
こ
か
ら
考
え
れ
ば
、

今
年
は
飲
食
や
旅
行
業
界

な
ど
の
不
景
気
は
続
く

が
、
在
宅
ワ
ー
ク
や
日
常

生
活
に
関
連
す
る
家
電
、

自
動
車
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
は
通
常
時
よ
り
需

要
が
増
え
る
。
た
だ
、
供

給
側
の
課
題
も
残
さ
れ
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
や
工
場

の
操
業
停
止
な
ど
の
影
響

で
部
品
の
輸
出
入
が
停
滞

し
、
自
動
車
や
給
湯
、
ゲ

ー
ム
機
器
な
ど
の
バ
ッ
ク

オ
ー
ダ
ー
（
3
カ
月
―
1

年
待
ち
）
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
状
態
が
続
い
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
生
産
減
少

が
解
消
さ
れ
る
ま
で
は
、

非
鉄
製
品
の
原
料
と
な
る

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
需
要
は
大

き
く
伸
び
ず
、
需
給
も
比

較
的
緩
む
の
で
は
な
い

か
。
た
だ
、
そ
の
後
に
挽

回
生
産
が
本
格
化
す
れ

ば
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
需
給
も

一
気
に
引
き
締
ま
る
可
能

性
が
高
い
。
Ｌ
Ｍ
Ｅ
相
場

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の

変
異
種
の
感
染
拡
大
や
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
欧
米

中
の
対
立
、
米
中
の
金
融

政
策
、
各
国
の
原
材
料
高

騰
の
抑
制
策
な
ど
問
題
は

山
積
み
だ
。
そ
れ
ら
を
考

慮
す
る
と
、
上
値
は
最
高

値
に
は
届
か
ず
1
万
㌦
近

辺
、
下
値
は
昨
年
の
ス
タ

ー
ト
時
の
8
0
0
0
㌦
近

辺
を
予
想
す
る
」

（
石
橋

栄
作
）

昨
年
、
ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
銅
相
場
は
5

月
に
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
が
1
万
7
2
4
・
5
㌦
を
付
け
、
10
年

3
カ
月
ぶ
り
に
最
高
値
を
更
新
し
、
ア
ル
ミ
も
10
月
に
は
3

1
8
0
㌦
と
過
去
最
高
値
に
迫
っ
た
。
指
標
相
場
の
急
騰
で

扱
い
筋
各
社
は
収
益
拡
大
の
恩
恵
を
受
け
た
が
、
一
方
で
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
市
中
発
生
は
伸
び
悩
み
、
輸
出
勢
の
積
極
買
い

も
加
わ
っ
て
国
内
勢
が
思
っ
た
様
に
集
荷
で
き
な
い
場
面
が

多
く
見
ら
れ
た
。
今
年
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
輸
入
制
度
を
改

革
し
、
低
品
位
の
モ
ノ
を
排
除
し
、
高
品
位
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

だ
け
の
受
け
入
れ
に
シ
フ
ト
す
る
見
通
し
。
さ
ら
に
3
月
に

は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
一
大
需
要
国
・
中
国
が
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
ウ
ワ
物
の
輸
入
規
格
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
対
日
購
買

を
拡
大
さ
せ
る
見
込
み
。
高
品
位
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
海
外
勢

と
の
取
り
合
い
が
激
し
く
な
り
、
一
方
で
低
品
位
は
新
た
な

処
理
ル
ー
ト
の
開
拓
が
求
め
ら
れ
る
。
業
界
団
体
の
ト
ッ
プ

に
足
元
の
状
況
や
課
題
を
聞
い
た
。
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合金協会

自
動
車
生
産
回
復
に
期
待

2022年非鉄リサイクルの事業展望2022年非鉄リサイクルの事業展望

需
給
タ
イ
ト
の
可
能
性
も

橋本健一郎会長

非鉄金属リサイクル
全国連合会


